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 「すごく小
ちい

さいんだね！」サーシャが言
い

いまし
た。「『ちっちゃなトリーナ』ってよばない

とね。」
トリーナはほほえもうとしました。学

がっ

校
こう

のみん
なから，体

からだ

が小
ちい

さいことをよくからかわれます。
トリーナは生

う

まれたときから小
ちい

さく，ほかの子
こ

た
ちほど速

はや

く成
せい

長
ちょう

していませんでした。でも，『ちっ
ちゃなトリーナ』という名

な

前
まえ

は気
き

に入
い

りませんで
した。トリーナは人

ひと

とちがっているのがいやで
した。
「とっても小

ちい

さいから，大
お と な

人にはならないかも
しれないよ」と，休

やす

み時
じ

間
かん

に外
そと

に出
で

ながら，マッ
クスに言

い

われました。
「自

じ

分
ぶん

が小
ちい

さいことは知
し

ってるわよ」とトリー
ナは言

い

いました。「でも，わたしにはどうするこ
ともできないの。さあ，遊

あそ

びに行
い

きましょう。」
トリーナは走

はし

って行
い

き，ほかの子
こ

たちとサッ
カーをしました。ボールを前

ぜん

後
ご

にけって，みんな
一
いっ

緒
しょ

に楽
たの

しくすごしました。
でもすぐに，トリーナはとてもつかれてしまい，

ゆっくりとゲームからはなれて，草
くさ

の上
うえ

にすわり
ました。

すぐに友
とも

達
だち

のジョシーがやって来
き

ました。ジョ
シーとは教

きょう

会
かい

の初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

のクラスでも一
いっ

緒
しょ

です。
「大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

？」ジョシーがた
ずねました。

教
きょう

会
かい

機
き

関
かん

誌
し

リチャード・M・ロムニー
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

トリーナは人
ひと

とちがっているのが 
いやでした。

ちょうど 
いい 
大
お お

きさ
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「うん」とトリーナは言
い

いました。「ただ休
やす

み
たいだけ。たくさん走

はし

ると，はいがつかれるの。
あまり丈

じょう

夫
ぶ

じゃないから。」
ジョシーはとなりにすわって，二

ふた

人
り

で草
くさ

をつ
み，小

ちい

さな指
ゆび

輪
わ

とブレスレットを作
つく

りました。学
がっ

校
こう

や友
とも

達
だち

，宿
しゅく

題
だい

の話
はなし

をしました。
「サーシャの言

い

ったこと聞
き

いてたよ」とジョシー
が言

い

います。「『ちっちゃなトリーナ』なんてよば
れて，いやだったね。」

トリーナはただうなずきました。
「でもわたしはちょうどいい大

おお

きさだと思
おも

う
よ！」と，ジョシーは言

い

いました。
トリーナはにっこりして，自

じ

分
ぶん

が作
つく

った草
くさ

のブ
レスレットをジョシーに手

て

わたしました。
次
つぎ

の日
にち

曜
よう

日
び

，トリーナは教
きょう

会
かい

に行
い

くじゅんびを
しました。ドレスを着

き

て，かみの毛
け

にブラシをか
けました。それから，クローゼットの中

なか

の小
ちい

さな
くつを見

み

て，顔
かお

をしかめました。初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

のクラ
スには，こんな小

ちい

さなくつをはいている人
ひと

はだれ
もいないと知

し

っていたからです。
教
きょう

会
かい

の廊
ろう

下
か

を歩
ある

きながら，トリーナは足
あし

を引
ひ

き
ずりました。初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の教
きょう

室
しつ

に着
つ

くと，ジョシー
が外

そと

で待
ま

っていました。
「びっくりさせることがあるの！」ジョシーは言

い

いました。「見
み

に来
き

て！」
トリーナが部

へ

屋
や

に入
はい

ると，ほかの子
こ

たちと先
せん

生
せい

のボット姉
し

妹
まい

が，明
あか

るくかざられたホワイトボー
ドを指

ゆび

さしています。ホワイトボードには，ハー
トがテープでたくさんつけてありました。ハート
の上

うえ

には，「トリーナの笑
え

顔
がお

は大
おお

きいよ！ トリー
ナの心

こころ

は大
おお

きいよ！」と書
か

いてあります。
「気

き

に入
い

った？」とジョシーが聞
き

きました。「ボッ
ト姉

し

妹
まい

が作
つく

るのを手
て

伝
つだ

ってくれたの。」
「とってもうれしい！」とトリーナは言

い

いました。
「ありがとう。」

「大
おお

きな真
しん

理
り

を思
おも

い出
だ

してほしかったの」と
ボット姉

し

妹
まい

が言
い

いました。「天
てん

のお父
とう

様
さま

は，わた
したち一

ひと

人
り

一
ひと

人
り

を愛
あい

しておられます。せの低
ひく

い
人
ひと

も。高
たか

い人
ひと

も。大
おお

きい人
ひと

も。小
ちい

さい人
ひと

も。そ
れはお父

とう

様
さま

にとって重
じゅう

要
よう

ではありません。わた
したちはみんな天

てん

のお父
とう

様
さま

の子
こ

供
ども

で，お父
とう

様
さま

は
一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

を愛
あい

しておられます。」
トリーナはホワイトボードのハートを

見
み

上
あ

げて，大
おお

きな笑
え

顔
がお

を見
み

せました。●

このお話
はなし

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

 
での出

で

来
き

事
ごと

です。


